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Ⅰ.ま え が き

爆発性物質の爽用上の安全性を評価する上で落槌拭

敵は広く価値を謬められているが,得られる結果はわ

ずかな条件の変化によって大きな変動を示すことがあ

るために倍額性に魂閥が持たれるのも1拝実である｡ニ

年前のエ案火粟協会西部支部大会直後,現行JISを

板木的に検討し,現代の要求に適合した試験法に改訂

したいという意向が主として生産現場関係者の間から

示され,協会当局も本格的に乗り出すところ となっ

た｡その後,東大疋田教授の下で大学,火薬会社およ

び耗験所関係グルーブによるペントリットを基準薬と

するための頼準不感点の実験データについて検討が続

けられてきた｡

ここに東京工業試験所で行なったペントリットの拓

私鉄験は銑験機の性能検査,垂直打率,爆発率および

不粋点などに関連する｡結果の信頼性を確かめるため

に各就放線閑について立合試敦も行なわれた｡これは

関係グループ各氏の御協力によるもので,銑取扱の性

俵と爆発率または不燥点,成形就料,爆発判定基恥

到達ロットなどに関連する｡

これらの爽験によりJISに押される最大菜食 100

mg,包装薬厚 1mm,のペントリ･/トの不燥点は 19

cm.飢後に散らばることが示され,棟 準不煙 点 13

cm.のピクリン酸と比攻するとき,明らかに問題が凍

ると思われる｡信頼出来る結果を得るためには成形試

料,垂直打率など多くの条件の研究が盈要であると考

えられる｡

Ⅱ.実 験 と 結 果

(I) 束工鮮実験条件概要

ノ､ンマー韮最 5,000g,(+0･0-015)

(計量研究所測定値)

台座 (鋳鉄襲)112kg

ネジ込みアンビル シロア65度以上

銅桂 (平型)12.7や×12･7mm,ショア65度以上

スズ苗 60-70g/m2,20mm･¢および 10mJn･≠

就料 ペントリット(lotA および B)

粒度 100メッシA通過

水分 0.03%以下

唱和38*L2月10E]史五

･東京工桑拭政所辞七停 静即 1見辛専好

yol.24.Nh 一.19d

薬魚 100±5mg

包装試料厚さ 1mm

〝 直径 12.7mm

(2) 帆紬 の性能検査

落槌耗較機の性能を検査するため,傭易で正確な方

法として鈎桂圧縮試験を採用した｡当所の試故機の性

能は蛮 1と図 1に示される｡各釈放槻関の就験磯の

法能は落満20cmのノ､ンマ～の叙任圧縮最により嚢 5

に示される｡

婁 1 推槌釈放織 の性 能

(由佳圧縮-#故成穎)

+鋼蛙(5.7対×



tII.換 肘

I. 就数枚の性能検査.まず伯易で正細たため,拷

下ノ､ンマ-による縦 の圧頼政で故査するこ とに し

た｡当所の拭放牧の牲位は故 lおよび図 1に示す通り

である｡図 lのように圧終盤が搭布の平方根とJ:い荘

線開脚 こあるから.この試験轍の性能は倍甜出来ると

判断される｡搭満 20cm における圧結丑は L.69mm

で荘径 )2.7mm の試料に加わる圧力は付虫から静圧

換昇任 657kg/cmeが得られる｡
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国 1.日珪皮相畳とJ､ンヤー持高の平分蚊

との関係 (措槌34:政投の低位)

立会鋭敏に使mした各駅致機の同上搭掛 こおける圧

特急および吠科に加わる静圧はそれぞれ 1.63-l.71

mmおよび 639-845kg/cm2であることが喪 5に示

される｡

ここで金属棒の圧締法を就放牧の墳壷に採用する殴

り台座と/､ンマ-との韮忠比も考慮する必要がありそ

うである｡盤丑比と加=効果とは図 2I)に示される関

係があることが知られているため当所の台座は従来の

30kgのものを ll2kgと変換して放配してある印)｡拭

験税関CおよびFにおける小さな正絹蕊は軽故台座に

由来するともいえそうであるが,特にCは′､ンマーが

少し正いことを考慮すると何か他の原EdJこよるのかも

しれない｡

2.垂直打率.′､ン17-は落下ガイドレ-)レとの間

隙がある限り何らかの対米を施さなければ海回同一状

況の打撃を与えることを期待するのは無理と思える｡

既に30年も仰こW.Taylorl)は再現性のよい垂耽打

撃と一定な打密市を得る対袋として垂直案内と2佃の

t2-ラーを用いて燦薬を飢汲する方法を採用した｡

以上の見地から当所ではアンビルカ′.'-は垂紅案内
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･f2:回 2.忠良と′･ン･1-との正長比と

金属に対する加工効束の役を丑祝すると同時に料 を

解桂の井下に尼くためにもカ′4-の中央穴径と解陸

径との藍が小さいものを使用している｡攻2は遊像の

大小による爆発率の藍を示している｡大きな爆発率は

飲料に対する斜めの打撃および打卦両萌の減小の可能

性に伴なう衝撃圧力の増大に由来すると判断される｡

袋 2 遊酸度と爆発申注 記骨
x･･･不畑,〇･･･位究^

bt札 ペントリツト )otA串-･遊除圧はJ]

串光学製方位牧野椴を用いて籾起した｡



金紋験を通じ判定は殆んど同一基準におかれたとみな

される｡ただしかし就執機または成形拭料によって判

定基準付近の爆発が出やすい場合と出難い場合とがあ

るように観癖された王とは大きな個人差の出額を招く

と患える｡

5. 製造17ット 当所における試験結果 (表 4およ

び表 5)からは A,B両｡ット間に感度の差があると

はいえそうもない｡就晩検閲Bについても同様とみな

される｡これに反し耗験機関Dにおける｡ットBの不

健点が )8cm と 19cm と出たにも抱らずT=ットAの

再就敦で 14cm となったことはPy.トBについての比

軟鉄験結果の大きな差と共に多くの墳肘問題を含んで

いる｡現在のところ,上述検討項目の何れに属するの

か全く別の条件によるのかわからない｡

6. その他.耗験温度,甑疫,銅柱およびアンビJt,

面のアラサ,ウネリなども盃要条件と考えられる｡耗

験機蹄Fでは比故的低衝撃圧力を示すにも拘らず低不

煙点を与えられたがこれはアラサおよびウネ リによる

とも考えられる｡

7. 爆発率と不椿点.当所における不爆点の平均は

18.2cmであることが衷4に示される｡これ以下の結

果は上述諸条件の検討の中の成形就料による誤差即ち

直径が 12.7mm より小さく成形された武科の混入に

より招来されたものと判断して除去する｡従って不煙

点は 19cmに決定する｡表 3に示される爆発率につい

斜柱 圧締丑

(落高 20cm)

mm と(′､ン

17-成虫 kg)

衰 3 ペントリット(lotA)の爆発串

落cm同 順 三馬 頗晶 率 J椿

苛串×･･.不帰,〇･･･億第戟政温度 15-20cc

〝 過度 40-8

0%衷 4 ペントリット(lotA)の不爆点

≡ 三三 三軍注 銑鉄温度 1

5-20℃〝 混産 4

0-80%蛮 5 ベントリットの立会訴欺 (執政条件と

結果)成形試料(mmQ)と落高20cmにおける衝撃圧(静圧)

kg/em印 頻発率 (港南1

8cm)または不

帰点とその度数12.7 6/51,不爆点
654 出現率 2/6

1Ⅰ.3 8/22,不藤点
845 出現車 o/8

12.
9 0/30639

12.7 8/50,不頗点出現
率 2/819,18cm 各]庇6

5712.7 Ⅰ9,21cm654 各 l虚

12.7 16cm一一一1度649 l5cm 2度 比較試験結果(東工鮮成形解料につ

いての落馬 18cmにおける爆発率また性不爆点)0/10 22℃,90%成形訴料厚み,0.97-
1.12mmq束工戟 0.9

8-I.10mm∴2′16,不爆点 束エ拭成形就料に
対する好古20cm出現率 1′3 における帯革

庄(静圧)662kg/cm虫*不爆
点 17cmト虎

23.5℃

,900/o1り27.不爆点
出現率 0/ll 22.5-27℃,53-670/.,dMR#席&,1.04-I.16mm

〝 東エ辞 Ⅰ.04.-I.ll不爆点
24cm1

度20



ては拭故蕗高の単なる目安と考えるだけである｡なお,

不爆点が 19cm以上の結束は判定が同一基掛 こおかれ

洪験機が正しい性能を示す限り倍額すべきであろう｡

衷 5に示される諸藩果については上述諸条件の検討

に基き 19cm以下の不燥点および 18cmにおける大き

な爆発率は正常な条件から招来されたものかは妖閲に

患える｡同様高過ぎる不煙点についても試験機の性能

に京間が感じられる｡

Ⅳ.ま と め

ペントリ ･/トの落槌米欧結集を純改俊の性能,アン

ビルカ′{-と垂直打率,成形試料などにつ い て検 対

し,不爆点を 19cm (対応する衝撃比カの静圧換昇低

約 650kg/cm紬)に決定した｡

試敦機の性能検査法として釣往圧感拭敦を採用して

続映機が充分な能力を発称することを柾蕗し,アンビ

JI,カバーは鋼蛙との遊酸度が小さいものの方がfU頼性

のある結果を招くことを見定めた｡不爆点平均以下の

浮高における結果は成形鉄蹄による誤差と判断して除

去した｡A,B 丙｡ツト間に感度の畳があるとは静め

られない｡

立会執政の過半数の結果も不燥点が 19cm前後に散

らばることを示している｡これ以下の鮭果抹正常な林

政条件から招来されたもので姓ないと判断する｡やや

高過ぎると思われる落高については解放橡の低位換査

事この任は図 1に内押して得た圧鱈丑から求めた｡

をもう少し行なう必要があるように思える｡

以上によりペントリ ットの不爆点は 19cmが鹿も妥

当な俵と考えられるがここに従来のピクリン酸の不療

点との比較を銑みるとき当然問題が或ると思われる｡

この場合前記緒条件と共に菜食,密閉度などについて

の微底的研究が韮喪になると思われる｡

Ⅴ.あ と が き

この研究に御指導と御欺鞄とを娼はった散文大名替

教授山本祐緒紳士および当拭政所水島容二郎第一 取

払 絶えず御墳肘を矧 まった疋田東大教授.落槌就敦

の研究の盃要性に御理解を示される当協会吉田会長,

立会親政に御理解と御協力を叔いた東大火薬学教皇お

よび旭化成,日本化薬,中国化菜,日本油滴,日本カ

ーリ ットの各火薬会社当局および実魚貝各位に厚 く感

謝の窓を表します｡

この研究は昭和3時 工業火薬協会春季大会,第4回

および第5回搭槌感度試験肘冶金で内容を発来した｡
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AFdl･h mnerTedofPenthrite

Minoru IidaandShahaChir80hkubo
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